
「松山市の歌」活用を「松山市の歌」活用を
２/15～音楽配信

ま
ち
づ
く
り
債
の
概
要

【
使
途
（
予
定
）
】
石
手
川
緑
地

の
整
備
な
ど
、
合
併
建
設
計
画
に

位
置
付
け
て
い
る
事
業
を
中
心
に

活
用

【
発
行
額
】
７
億
円

【
発
行
日
】
３
月
30
日
㈮

【
期
間
】
５
年
満
期
一
括
償
還

【
償
還
日
】平
成
29
年
３
月
30
日
㈭

【
利
率
】
３
月
９
日
㈮
に
決
定

（
予
定
）
し
、
取
扱
金
融
機
関
店

舗
、
市
役
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
発
表

※
３
月
８
日
入
札
予
定
の
５
年
物

国
債
の
利
回
り
に
０
・
１
％
程
度

上
乗
せ
す
る
予
定
で
、
年
２
回

（
３
月
30
日
、
９
月
30
日
）
利
息

が
受
け
取
れ
ま
す

募
集
（
販
売
）
期
間

　

３
月
12
日
㈪
〜
23
日
㈮
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
取
扱
金
融
機

関
の
窓
口
営
業
時
間
内
（
売
り
切

れ
次
第
終
了
）

販
売
場
所

　

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

【
取
扱
金
融
機
関
】
伊
予
銀
行
・

愛
媛
銀
行
・
愛
媛
信
用
金
庫
の
各

営
業
店
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
伊

予
銀
行
営
業
統
括
部
☎
932
７
７
８

１
、
愛
媛
銀
行
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

部
☎
947
１
３
４
４
、
愛
媛
信
用
金

庫
営
業
統
括
部
☎
946
１
２
１
７
へ

購
入
対
象
者

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る

20
歳
以
上
の
個
人
、
市
内
に
事
業

所
の
あ
る
法
人

購
入
限
度
額

　

１
人
10
万
円
か
ら
５
０
０
万
円

ま
で
（
10
万
円
単
位
）

購
入
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

■
購
入
時
の
注
意
事
項

◦
ま
ち
づ
く
り
債
は
本
市
が
発
行

す
る
債
券
で
信
用
力
の
あ
る
安
全

性
の
高
い
債
券
で
す
。
た
だ
し
市

の
信
用
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ

り
、
投
資
元
本
を
割
り
込
む
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
元
本
や
利
子

の
支
払
い
が
滞
っ
た
り
、
支
払
不

能
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

◦
市
の
信
用
状
況
に
変
化
が
生
じ

た
場
合
、
市
場
価
格
の
変
動
に
よ

り
売
却
損
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す

◦
本
債
券
は
銀
行
の
預
金
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
預
金
保
険
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
各
取
扱

金
融
機
関
で
購
入
す
る
本
債
券
は
、

投
資
者
保
護
基
金
の
対
象
で
は
あ

り
ま
せ
ん

◦
本
債
券
は
基
本
的
に
市
場
の
金

利
水
準
の
変
化
に
対
応
し
て
変
動

し
ま
す
。金
利
が
上
昇
す
る
過
程
で

は
債
券
価
格
は
下
落
し
、逆
に
金
利

が
低
下
す
る
過
程
で
は
債
券
価
格

は
上
昇
し
ま
す
。償
還
日
よ
り
前
に

換
金
す
る
場
合
に
は
市
場
価
格
で

の
売
却
と
な
り
、売
却
損
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
市
場
環
境

の
変
化
に
よ
り
流
動
性（
換
金
性
）

が
著
し
く
低
く
な
っ
た
場
合
、売
却

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す

◦
中
途
換
金
は
申
し
込
み
か
ら
資

金
の
受
け
取
り
ま
で
日
数
を
要
し

ま
す
。
ま
た
利
払
日
や
償
還
日
の

直
前
に
は
換
金
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

◦
本
債
券
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
約
定
が

成
立
し
た
取
り
引
き
は
、
取
り
消

し
や
内
容
変
更
が
で
き
ま
せ
ん

◦
購
入
申
し
込
み
は
本
人
に
限

り
、
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん

　

市
で
は
市
民
参
加
に
よ
る
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、皆
さ
ん
の
貴
重
な
資
金
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、

「
松
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
債
」を
発
行
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課

☎
948
６
２
２
９
・

934
１
８
０

３
へ

お問い合わせは、清掃課☎９２１-５５１６・ ９２１-６３１１へ

国債利回りに

0.1％程度
国債利回りに

0.1％程度
国債利回りに

0.1％程度
国債利回りに

上乗せ上乗せ上乗せ上乗せ
0.1％程度

平
成
23
年
度
　
公
募
公
債
「
松
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
債
」
発
行

　

皆
さ
ん
が
住
む
地
域
の
魅
力
や

課
題
な
ど
を
、
市
長
と
直
接
対
話

す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
ま
す
。

第
21
回
＝
浅
海
地
区

【
日
時
】
４
月
13
日
㈮
19
時
〜
20

時
30
分

【
場
所
】
浅
海
公
民
館
（
浅
海

原
）
第
１
集
会
室

【
対
象
】
浅
海
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
定
員
】
60
人
程
度

【
申
し
込
み
】
２
月
29
日
㈬（
消

印
有
効
）ま
で
に
、直
接
ま
た
は
郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
申
込

書（
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課〈
市

役
所
本
館
９
階
〉・
浅
海
出
張
所
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、年
齢
、性
別
、勤

務
先（
学
校
名
）、市
長
と
話
し
た
い

こ
と
を
書
い
て
、〒
790
８
５
７
１
市

民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

zichi@
city.matsuyama.ehime.jp

ま
た

は
浅
海
出
張
所
へ

第
19
回
＝
新
玉
地
区

【
日
時
】
２
月
28
日
㈫
19
時
〜
20

時
30
分

【
場
所
】
中
央
（
新
玉
）
公
民
館

４
階
大
ホ
ー
ル

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
３
８

３
・

934
３
１
５
７
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
課

☎
948
６
８
７
７
・

934
２
５
７

８
へ

参
加
者
募
集

次
回
開
催
（
募
集
終
了
）

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

地
域
で
市
長
と
話
そ
う
！

参加者
募集
参加者
募集

　

４
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
「
地

区
別
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
「
粗
大

ご
み
収
集
申
込
み
ガ
イ
ド
＆
ハ
ガ

キ
」
を
、
３
月
31
日
ま
で
に
各
家

庭
に
配
布
し
ま
す
。
お
手
元
に
届

か
な
い
場
合
は
、
左
記
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
配
布
の
問
い
合
わ
せ
】え
ひ
め
リ

ビ
ン
グ
新
聞
社
広
報
配
布
セ
ン
タ
ー

☎
998
４
４
３
３
・

921
６
９
２
０

　「松山市の歌」の活用を図るため、
４月から市民の皆さんに身近な可燃
ごみ収集時の音楽を「赤とんぼ」から
「松山市の歌」に変更します。ぜひ耳
を傾けてください。

　「赤とんぼ」は、収集の終わりを思い起
こさせ、かつ収集時の音楽として全国的に
よく知られていることなどから使用。その
前は、ごみ籠を使って収集していたことな
どから「お猿のかごや」の音楽を使用。

ミ　ニ　知　識

粗大ごみ収集申込みガイド＆ハガキ 地区別ごみカレンダー

※次回配布は平成27年３月です。 新たに粗大ごみ収集のハガキ申
込期間を併記しました。

配
布

３
月
31
日
ま
で
に

３
月
31
日
ま
で
に

地
区
別
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

粗
大
ご
み
収
集
申
込
み
ガ
イ
ド
＆
ハ
ガ
キ

地
区
別
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

粗
大
ご
み
収
集
申
込
み
ガ
イ
ド
＆
ハ
ガ
キ

４/2
「松山市の歌」に変わります「松山市の歌」に変わります

～

　
「
松
山
市
の
歌
」は
、人
と
人
と
の

結
び
付
き
の
必
要
性
、市
の
自
然
の

豊
か
さ
や
歴
史
・
文
化
を
テ
ー
マ
に
、

笑
顔
が
広
が
る
松
山
市
を
表
現
。

昭
和
54
年
に
市
制
施
行
90
周
年
を

記
念
し
、市
民
が
希
望
と
誇
り
を

持
ち
、誰
で
も
気
軽
に
愛
唱
で
き
る

歌
詞
を
公
募
し
制
定
し
ま
し
た
。

楽
配
信
し
ま
す
。
ま
た
Ｃ
Ｄ
や
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
貸
し
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
無
料
）

【
貸
し
出
し
】
直
接
、
印
鑑
を

持
っ
て
広
報
課
（
市
役
所
本
館
５

階
）
へ

※
歌
あ
り
楽
曲
・
歌
な
し
楽
曲
と

も
に
あ
り
ま
す
。
配
信
・
貸
し
出

し
に
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す

　

地
域
の
宝
を
磨
き
、
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
す
取
り
組
み
を
進
め
る

松
山
市
。
そ
の
松
山
の
誇
れ
る
宝

の
一
つ
「
松
山
市
の
歌
」
で
す
が
、

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
歌
わ
れ
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
２
月

15
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
音

ミ
ニ
知
識

松山市の歌
　作詞　大野志津根　作曲　芥川也寸志

１．明るい日ざしの　そそぐ町
　　やさしい心と　夢がある
　　緑あふれる緑の松山　松山市
　　話そうみんなで　声かけて
　　より合う糸が　愛になる

２．歴史の生きてる　城下町
　　くんでもつきない　湯の香り
　　そだつ文化の文化の松山　松山市
　　つなぐ手と手が　輪になって
　　幸せ運ぶ　虹になる

３．恵み豊かな　川がある
　　世界にひろがる　海がある
　　今日も伸びゆく伸びゆく松山　松山市
　　あなたとわたしの　ほほ笑みが
　　あしたは開く　花になる

◦
取
扱
金
融
機
関
の
預
金
通
帳

◦
印
鑑
（
通
帳
の
届
出
印
）

◦
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
登
記
簿
謄
本
な

ど
）

◦
マ
ル
優
・
特
別
マ
ル
優
を
利
用

す
る
場
合
は
確
認
資
料
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